
ビジコン（2023）１位→仮説検証プログラ
ム（LLP）→起業→LLP全国大会（審査
員賞）→CVG（経済産業大臣賞）

海外のECサイトからの輸入代行、商
品の輸出入販売、アプリの開発及び
販売等

2023年度に起業した学生発ベンチャーたち

アイデアピッチ（2022）受賞→
→ビジコン（2023）2位→仮説検
証プログラム（LLP）→起業

Umaiブランド農作物の提供及
びサプライチェーンの再構築

Umai Japan株式会社
代表取締役 杉本 稜太
（岐阜大 応用生物科学）

株式会社SAZO
代表取締役 ギル マロ

（名工大 工学部）

株式会社Liempia
代表取締役社長 西垣 快眞

（岐阜大 教育学研究科）

商業高校生向けの教育アプリの開発

ビジコン（2022）→ビジコン（2023）
→ 仮説検証プログラム（LLP）→起業 14



名古屋大学の大学発ベンチャー支援の活動
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起業支援プログラム

大学の研究成果を事業に展開
GAPファンドやインキュベーションプログラムによって、研究成果の事業化展開を加速させている。

0201 03

5大学を対象としたシーズ育成金。

研究成果の事業化の可能性を検
討するための補助金。

01 スタートアップ準備資金

Tongaliで実施する事業化のため
の開発資金。

ビジネスプランの仮説検証、起業に
必要な知識獲得と、個別メンタリン
グ等のインキュベーションプログラム
も同時に実施する。

02 GAP ファンド

起業した大学発ベンチャーを対象
としたベンチャーファンド。

起業したベンチャーには、“名古屋
大学発ベンチャー”の称号授与の
ほか、学内インキュベーション施設
のオフィス支援、様々なネットワーク
を駆使した顧客やVCの紹介なども
実施している。

03 名古屋大学・
 東海地区広域大学VF

起業 16



起業支援プログラム
“GAPファンド（スタートアップ・エコシステム共創プログラム）”

大学の研究成果が、事業化に適しているか？スタートアップとして産業を創れるのか？の検証。
大学等発スタートアップの創出に向けた取り組みについて質・量共に充実させ、大学等発スタートアップの継続的な

創出を支える、人材・知・資金が循環するエコシステムの形成を目指していく。
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起業支援プログラム
“GAPファンド（スタートアップ・エコシステム共創プログラム）”

18



GAPファンド
“STEP１のプログラム概要”
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1号ファンド
日本ベンチャーキャピタル（株）
2016年～ 総額 25億円
LPは、地元の金融機関や事業
会社を中心に、17社が出資。

2号ファンド
Beyond Next Ventures (株）

2019年～ 総額 20億円

名古屋大学・東海地区広域大学ベンチャーファンド

2024年度の秋には、東海国立大学機構の子会社が、ベンチャーキャピタル（VC）を設立し、ファンドを組成予定。
投資対象は、東海地域の大学発スタートアップを想定。

:IPOした企業

20



イノベーション、スタートアップを目指す方々のコミュニティ形成に向けて

21
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